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『実践の根拠となる真理を求めて
一 実践 ･ 研究 の有機的な連鎖の た め に - 』
臨床に は い まだ解明され て い な い真理がたくさんある｡
私を研究に駆り立て て い るも の は何かと考えると ｢ 臨床
で起 こる様々 な事象を解明し, 実践 の根拠を得るため｣
と い う こと に 尽き る｡ 学生時代から母乳育児支援を ライ
フ ワ ー ク に取り組み , 授乳 ト ラ ブ ル を持 っ 多く の母子を
援助して きた経験の 中で , 母乳確立に は乳児の 吸畷が要
で あると確信する よう に な っ た｡ そ ん な折り, 吸畷 ･ 岨
噂機能の 発達を研究して い る大学に巡り会い , 現在は開
業生活の傍 ら, 研究生とし七乳児の吸畷メ カ ニ ズ ム の 解
明に取り組ん で い る｡
一 人 で 研究活動す る に は限界があるから, 自分の 実践
を研究デ ー タ にする に は同様の テ ー マ に 興味を持 っ て く
れる研究者仲間が必須で ある｡ 研究設備, 文献, 人材面
を考えると大学と何らか の形 で 関わりを持ち, 共同研究
を行う形が理想的で あろう｡ 私が卒業 した母性看護学講
座で は同窓会を組織し, 全国を4 ブロ ッ ク に 分け, 各地
区で テ ー マ を決め, 学習会を行 っ て い る｡ 離れた場所に
い て も同じ研究テ ー マ を共有しながら各々 の フ ィ ー ル ド
で デ ー タ 収集や分析作業を行い , 時 々持ち寄 っ て検討し,
共同研究にも取り組み始めて い る｡
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同じ研究課程の 出身者なの で気JLlも知れ, 研究を進める
に は頼もしい ブ レ イ ン集団で ある｡
教育職に所属するの で あれば, - 看護職とし て実践で
き る フ ィ ー ル ドを確保した い と思 っ て い る｡ そ の ため に
は自分自身に実践力を備え, 高 い信頼~を得る事ができ な
ければ不可能で あ る｡ フ ィ ー ル ド と の信頼関係が最も重
要で ある｡ そ の 他, ア メ リカ の よう に夏期休暇など, 1
年の う ちの 一 定期間が自由に使え, 実践力をキ ー プする
ため に看護職に戻れると い うような体制が日本で も可能
に なると良いと願 っ て い る｡
実践の 中で 唆昧で あ っ た事実が明らか に なる の も エ キ
サ イ テ ィ ン グだが , 何 より我々 を ェ ン パ ワ メ ン 卜 して く
れ る の は対象との 関わり で ある｡ 看護研究の テ ー マ は実
践の中に の み存在し, 実践があ っ て こ そ学生に伝えた い
感動も生まれ る｡ 実践 ･ 教育 ･ 研究活動を統合するに は,
そ の基盤と して 自分の実践 フ ィ ー ル ド を持 っ こ とが鍵に
なる｡ 実践の 中 で生まれた疑問を研究的ア プ ロ ー チ で 解
明し, 得 られ た知見を知識体系と し て教育の 中で伝え て
いく ことが研究課程を踏ん だ看護職の役割で あると考え
る｡
